エイゴ ノ ヘンヨウ ト アメリカエイゴ オヨビ ソノタ ノ チイキ ノ エイゴ by 松倉 信幸 & Nobuyuki MATSUKURA
英語の変容とアメリカ英語およびその他の地域の英語 
English Varieties and American English  
 
松倉信幸＊ 
                       Nobuyuki MATSUKURA 
Abstract 
      The new cultural environments for the use of English have caused considerable changes: the advent of 
loan words and new expressions, changes of meanings, and so on. Languages are always changing their 
forms such pronunciations, words, and structures. These variations are to a large extent independent 
from the other ones because the use of English is individually affected by interference from the 
speakers’ mother tongues. We also should take into account regional varieties because each variation is 
connected with the educational and cultural backgrounds of the speakers. For example, we associate 
baseball and basketball with American English. On the other hand, people in India and Malaysia usually 
learn British English. Finally we must remember that the more English becomes a dominant global 
language, the more endangered languages will disappear from the earth. 






















1700 年から 1900 年までが後期近代英語の時期で、それ以前の初期近代英語とを区別する。
















A grain, which in England is generally given to horses, but in Scotland supports the people. 
（イングランドではふだん馬に与えるが、スコットランドでは人を養う糧である。） 
 
この英文にはイギリス人のユーモアが込められていると言えよう。次に 1762 年にラウスは 
A Short Introduction to English Grammar を出版した。彼は正しい英語を追求する規範文法の
立場を取る文法家で、現在非標準の二重否定は間違った用法であると指摘した。その後、マ
レー(Lindley Murray)が1795年に English Grammar, Adapted to the Different Classes of Learners: 






























（１）母音[ei]が[ai]に変化 name, take, wait, face, price など 
The rain in Spain stays mainly in the plain．（スペインの雨は主にスペインの平野に降る。
「マイフェアー・レディー」より） 
（２）子音[h]の脱落 hit, have, hear,など 
In Hertford, Hereford and Hampshire hurricanes hardly ever happen.（ハートフォード、ヘ
ルホード、ハンプシャーでは台風はほとんど来ない。「マイフェアー・レディー」より） 
（３）子音[l]が子音の前や語末で母音化あるいは半母音化 








 イギリスからアメリカ大陸に移った最初の移民は 1607 年にヴァージニア州ジェームズタ
ウン周辺に約 100 人で植民地を建設した。歴史的には、1620 年にメイフラワー号でイング
































た A Grammatical Institute of the English Language を出版した。さらに彼は当時のアメ
リカでは地域によって、発音やつづりが異なるため、アメリカ全体で統一する必要を感じて、
つづりの改良を行ない、1828 年に An American Dictionary of the English Language を出
版した。具体的には、イギリスでは colour, honour, traveller とつづられるものが、それぞ

























     ask, fast, after, pass, laugh など 
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（２）イギリス英語の[ɔ]がアメリカ英語では[ɑ]になる 






（英）centre, fibre, metre      （米）center, fiber, meter 
（２） 語尾-ourから–or  
（英）colour, honour, labour   （米）color, honor, labor 
（３） 二重子音字から単独子音字 
（英）waggon, traveller, faggot  （米）wagon, traveler, fagot  
（４） アクセントのない語尾を省略 
 （英）catalogue, envelope, toilette（米）catalog, envelop, toilet 
（５）余分な eを省略 
    （英）axe, annexe, asphalte,     （米）ax, annex, asphalt 
（６） sから z 
（英）recognise, industrialisation （米）recognize, industrialization 
（７） xから ct 








corn        （英）小麦      （米）とうもろこし  
pants       （英）パンツ    （米）ズボン 
 dresser      （英）食器棚    （米）化粧台  
pavement    （英）舗装道路  （米）歩道 
 
（２）同一の意味を表すのにそれぞれ異なった語を用いる 
（英）apartment（米）flat         （英）cinema     (米)  movie   
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(英）graduate （米）alumnus        （英）petrol   （米）gas    
 （英）lift    （米）elevator       （英）luggage  （米）baggage 
（３）運輸・交通を表す語で、異なった語を用いる 
（英）underground（米）subway     （英）railroad  （米）railway 
（英）truck      （米）lorry     （英）hood     （米）bonnet  




（英）get, got, got           （米）get, got, gotten        
（英）prove, proved, proved  （米）prove, proved, proved 
（英）strike, struck, struck   （米）strike, struck, stricken        
（英）smell, smelt, smelt     （米）smell, smelled, smelled 
 
 
(５) イギリス英語では助動詞として使われる should がアメリカ英語では省略されるが、
have, need, ought などは本動詞として使用する。            
（英）I demanded that he should apologise. (英では-ise) 
（米）I demanded that he apologize. 
 (英) He hasn’t any sisters. 
（米）He doesn’t have any sisters. 
（英）You needn’t help him. 





（インディオの言語から）moose, raccoon, hickory, sequoia, tomahawk 
（スペイン語から）      cafeteria, canyon, mosquito, mustang, plaza 
（アフリカの言語から）  banjo, jazz, jumbo, okra, zombie 
（オランダ語から）      cookie, waffle, sleigh, boss, patron 








カの黒人の 90％が南部に居住していたが、20 世紀には北部、中部、西部に移住して行った。               
 黒人英語の特徴はまず母音に見られ、mine や toy の母音[ai]と[i]がそれぞれ[a]と[]
と発音される。また鼻音の前では[]と[]の区別がなくなり、pinと penは同じ発音になる。
次に動詞の時制について、石黒編(1992:63)によると、主語の人称にかかわらず、be動詞は




He live in Detroit now.    (=He lives in Detroit now.) 
Is they sick?     (=Are they sick?)        （石黒：1992:63） 
（２）過去形 
He live in Detroit last year. (=He lived in Detroit last year.) 
I drunk too much yesterday. (=I drank too much yesterday) 








(1) I feel like I’m getting a cold. (Older British form: I feel as if I’m getting a cold.)               
Swan 295 










語が標準カナダ英語(General Canadian)になった。  
 カナダ英語の特徴は石黒編(1992:76-77）によると、room や roof の母音が RP では[u]と
長母音で発音されるのに対して、[u]と短母音になる。また、house や shout の二重母音の[au]
が[əu]になり、同様に life や type の二重母音の[ai]は[əi]と発音される。次にカナダに移住
した人々は自分たちの知らないものに、現地固有の名を付けた。例えば、McIntosh(りんご
の一種), crocus(アネモネ), insulin(インシュリン), ski-doo(雪上スクーター), lacrosse(ラ
クロス)などの例がある。しかし、統語上のカナダ英語の顕著な英米語との差異は下記の間
投詞 ehの例の他はほとんど見られない。 
 Look at that, eh? 
  Call me John, eh? 
 
５.２．オーストラリア英語 
 オーストラリアの国名はラテン語の terra australis incognita(未知の南方大陸)に由来する。
1770 年ジェームズ・クック(Captain James Cook)による、シドニーのボタニー湾上陸に始ま
る。その後、ロンドンの刑務所が過密状態になり、収容し切れなくなった軽犯罪者のための
流刑地として、1778 年から 1840 年まで強制移民が続いた。 
オーストラリア英語には、Cultivated(教養のある), General(標準の), そして Broad(なま
りの強い)オーストラリア英語という３つの社会方言がある。発音はイギリス英語の RP や、
特にコックニーの影響を受けており、つづりや文法はイギリス英語が用いられている。 
（１）二重母音の[ei]は[ai]と発音される。 take, eight, mate, today 
（２）ＲＰと同じように、語末のｒや語中の子音の前のｒは発音しない。 art, teacher 




（５）boomerang(ブーメラン), koala(コアラ), kangaroo(カンガルー), dingo(ディンゴ), 
wallaby(ワラビー), wombat(ウォンバット)  















 18 世紀以降、オランダ、フランス、イギリスの領土をめぐる争奪の後、1910 年にイギリ
スはオランダの植民地をも併合して南アフリカが誕生した。南アフリカの英語はイギリス英
語とほとんど変わりはないが、発音には興味深い例が見られる。八木克正（2007）によると、













 英語は現在、上記以外の国や地域では、ESL（第二言語としての英語：English as a Second 
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